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キーワード：教育という言葉の意味，ソクラテスの問答法，内面世界を育てる人間教育
Abstract：The word “education,” which has been used since the 5th Century B.C. in Athens, Greece, is 
defined as fostering children to be a man of virtue. The second chapter of this paper tries to explore 
the image of Socrates and his catechetic method. This method is connected to Kajita’s suggestion for 
today that education should assume a vital role in forming children’s characters－especially, their inner 
worlds which relate with human growth－. In conclusion, Kajita’s determination to lead and foster 
children’ characters places great emphasis on these three points, “self-observation,” “self-communion,” 
and “self-expression.”
Keyword：The basic meaning of “education,”  The catechetic method of Socrates,  Human education for 





















































































葉 Paideia（パイデイア）が出てくるのは , 古代ギリシ
アにおいて紀元前５世紀のころである。この当時のギ
リシアは ,「都市国家」成立と繁栄の時代である。地中
海の沿岸や , 島々に大小無数の都市国家が成立し , 法律
や習慣が定まり , 生産と交易が盛んになり , 貨幣が流通






　Paideia という言葉で , ギリシアの人々は何を意味し
ようとしていたのだろうか。Paideia という言葉は









































































































































いたが , その否定の矛先は , 常に同時に彼自身にも向け






































































































































ソ ク ラ テ ス が 行 っ た 教 育 の 段 階 性 に つ い て , 北 畠
（1994）が規範知（徳という規範に対する知）の明確
化に関して , 次の３つの段階を挙げている。


















しないが , 出産当事者の妊娠や , 出産 , 育児などをこの
先どのようになるか見通す立場である。
（３）自己内対話を促す教育を




方法は , あまりにも大胆なので , 人々に大きな衝撃や落
胆や反発を与えていたようである。北畠（2008）は ,
クセノポンの「思い出」に登場する秀才少年エウテュ










　ソクラテスは , 物事は同一のものでも , 見る人の
立場によってまったく逆のものに見えるとする「両
論」の手法を用いて , エウテュデモスの視座の硬





























あり , 多様性を容認できない人である場合は , 子どもは
心を閉ざしてしまうだろう。ソクラテスは幼い子ども
を対話の相手としなかったが , 対話に臨む際は , 自分を































　梶田は（1993）は , 今日の日本の教育には , 内面性
にこだわる教育が求められていると述べている。その
ためには「自己凝視 , 自己対話 , 自己表現」（５）の３つ
が相互に関連しながら深まること実践される教育が大
切であると述べている（５）。これらを学校の教育課程の






　松田は , これをソクラテスの教育に置き換えると ,
先述した 1 段階から 2 段階に対応する部分であると考
える。日本の教育においてもソクラテスの新たな徳を
生み出す 3 段階まで求めたいところであるが , それは ,
学校教育だけでは限界があると思う。しかし , せめて




線や表情やささやき , つぶやきなどを注意深く見て ,
教師が継続的に記録し子どもの変容を見ていくことで
ある。例えば子どものノートや日記などがあげられる。





第 4 にもっと長い時間的な経過（1 学期・1 年間・2
年間）の中で子どもに振り返りをさせ , 自分自身が気
づかなかった自分の姿や特長を浮かび上がらせること
である。
　
５　おわりに
　これまで述べてきた具体的な活動を通して , 子ども
の内面の育ちにこだわった教育を実践しようとする際
には , その土台としての教師と子どものよりよい人間
関係づくりが不可欠である。子ども一人ひとりが安心
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